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災害災害に負けないけない防災防災ハンドブックハンドブック災害に負けない防災ハンドブック

●危険な状況を察知、理解できない
●状況や意思が伝えられない
●パニックに陥ってしまう
●決まりが守れない
●言われたことを守りすぎてしまい、避難が遅れる
●痛みに鈍感
●急な変更に対応できない
●こだわりがつよく避難所生活になじめない

どんなことで困る？　　

　何らかの先天的・後天的な障害をもつ子は、災害発生時にうまく避難
できないことや、危険性が理解できずに取り残されてしまう可能性があり
ます。

　たとえば
　発達障害を持つ子は、決まりを守ることが苦手で避難訓練に参加できなかっ

たり、災害発生の際には危険に気づくことができずに避難が遅れたり、パニッ
クを起こしたりします。
　本書は、発達障害を持つ子でも理解しやすいように、また、安全を守る能力
を身に付けられるように工夫した防災教材です。発達障害を持つ子に特有の
「認知機能の偏り」に配慮しているため、発達障害を持つ子はもちろん、そうで
ない子にもわかりやすい内容となっています。
　安全の大切さ、災害の種類、原因、避難の方法、コミュニケーションボードの
使い方、避難マップの作り方に加えて、防災教育の本ではあまり取り上げられ
ない避難所での過ごし方についても触れています。ラストも豊富ですので、楽
しみながら防災について学んでいただけます。
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